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脇野沢村漁業協同組合の共同漁業権漁場は第 1図に示したように陸奥湾内の中でもめろ折る怒-J&で特

徴的である○

すなわち湾口部に近いので水深勾配が急であり､したがってホクテガイの主漁場となる2On以浅の

海域が少ないこと､さらに下北沿岸は岩盤､岩礁地帯が多くホクテガイの生息が可能であっても採捕に

困難が伴夜うこと｡また底質についても､地形､海潮流の結果 5- 10m線壇では岩盤がは りたし､わ

ずかを砂質､砂泥質があるが 2Omを越えると泥質になっている.

この ような自然環境条件のほかに､第1図にも示したように定置網が入っているので､生息には支障

はないが採捕には困難が伴なう等のためにホクテガイ漁業を成立させるためには多くの陸路があるO

従来脇野沢村漁業協同組合では第 1表にも示 したが蛸田､松ケ崎か ら脇野沢にかけて,の地先へ移殖を

行な･?てき.た○

今回､脇野沢村漁業協同組合から小沢沖の調査の依頼があり調査を行なったので､その概略をまとめた○

調査に当って種々の御便宜をいただいた脇野沢村漁業髄同組合の各位に謝意を表する○
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調 査 方 法

1.調査時期

昭和44年 9月10日

2. 調査場所

第1図の11点

3.調査項 目

水深､水温､採泥および粒度組成

潜水による漁場観察および底生生物の採集

第 1表 脇野沢地先におけるホクテガイ漁場調査

調査点 水深(m)水温(oc)風向風力 局き旦帝 展 天気 ホ ク テ ガ イの生息

状 況 底 質1 15 25.2 一-ll■0 5 晴 -

R､Rの上にゴロク石点在2 21 25.2 一■-■0

5 晴 -■■■ Sm月殻ま じり3
25 25.5 0 5 晴 - sM且殻

まじり4 7.7 25.5 EⅠ 5 晴 ナ シ S､St5 ll.5 25.5 EⅠ 4 晴 2ケ (昭39年の異常発生月 と自然月 7年)ポリドラの付着少々エゾサメ-ダヒザラガイ多い. Cs小砂利ま じ

り6 19 25.5 EⅠ 5

晴 - -7 24 25.5 EⅠ 5 晴 一- M8 12 25.5

EⅠ 5 晴 - -9 21 25.4 EⅠ 5 晴 lm2に5-6ケ昭44.4.19-20に奥内よ95

0万個移殖 SM10 16.5 25.8 EⅠ 5 晴 lm?に12-15ケ､死月は 13.3

m2にlケ○



結果および考察

1. 底質の分析結果は第1､2表､第2､ 3､4図に示したo調査点1､2､3､ 4､ 8は岩盤あるい

は泥分が多かった｡その他の 5､ 6､ 7､9､10､11は砂または砂泥質であり､5､9､ 1O､

11にはホクテガイの生息が見られた｡特に調査点5には山本が述べているきソサメ-ダヒザラガイ

(ホクテガイ生息適地の指標 と浸る)が多くみられた｡ これ らのこ とから底質のみからいえば､小沢

沖はホクテガイの生息適地とはいえず､むしろ脇野沢よりの調査点 5､6､7､ 8､9､10の方が

よいだろうo

そ の 他 P 観 察 所 見

採泥器にツガルウニ (1ケ)､スガモが入るo
7.5- 157托線は急峻

○Rがかなりの深さまで張 りだ してVlる

J○スガモは入 ってこ

ない○据分がか在 り多く底質のみからいえば棲息適地とはい

えをhO沿岸はR､Stであり､砂または砂泥の地帯が準く20竹も線を越えると泥場にな

っている.砂場の上に大き夜ゴロク石の点在､
藻類はなし○石にアカサラガイの付着､ウニ類の点在､イ トマ頚ヒトデ57nJに1ケ○

(第1回潜水)ごく表面にうすく口広川からの流入物又は採石を洗ったもの

の浮泥があったoアジモ､
スガモが見 られるo.底質は硬場で平内町清水川の狩場沢の地場に似て

いる○ (第2回潜水)ヒトデ2､ニッポンヒトデ2､モミジガイ1､57Ttに1ケく

らいのヒトデ採 泥 不 能ロ広川河口の沖で山

内土木採石場の沖にあたる.ゴロク石の点在､硬場のた

め採泥不能○スガモの点在o:≡;三言芝誌 且殆んどれ ○ (第3回-

ヒトデの方がスナヒトデよりも多い.この永決ではポリドラの

被害はたいした ことをL O (第 4回潜水)底質区分 :‡冨謂 分芸;吾砂品砂M品M欝讐荒蒜 M(票孟宗ヂ い砂泥



第 2表 脇野沢地先底質の粒度組成

-
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0
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単位 :虜

粒径水 分 一■ヽーノ4,000〟 4.000 2.000 1.000 500 250 125 65′上 125JL M守p) Sk So Q lp) ° ip)調査点 含有量 ～ 2,000～1,000 ～ 500

～ 250 ～ 125 ～ 65 ～ 以 下123457910ll 50.129.540.127.225.257.628.425.458.4 0.75.21.0020.015.52.50.212.7 1.71.62,00.2ll.87.02.71.05.8 1.92.66.52.924.67.77.84.56.5 12.612.422.275.120.514.551.225.75.9 45.950.226.820.41.8.517.625.742.27.1 26.750.42].90.51.618.518.721.050.0 4.4ll.4ll.00.51.07.86.52.925.5 8.18.29.80.42.212.04.94.58.9 12.519.620.80.95.219.8ll.47.452.2 2802505206501.20058044]580150 1.00.90.91.01.10.90.91.01.6 1.41.62.01.22.54.11.71.55.5 4〔刀5806007602,8001.450720550

1.000 190.1451455505208822525580班 d中位 粒径 第 4回の よ うに粒径加積曲 線を措い た時にその 5 0%にあたる

ところの粒径 の こと.Sk歪度係数 Sk≒ 1はモ ー ドが M dを中心 に対 称に分布

Sk< 1はモー ドが 微粒子側に傾むいてい る｡ Sk>1は 粗粒子 側に憤むいてい る.So 分数､ 陶汰係数 So≒ 5は普通 So<2･5良好･･･.･･25- 75%の間の粒子が非 常に狭い 粒径域 を示すo



第 2図 Mdの分布図 (〟)第3図 粒径 125JL以下の





第 3表 脇野沢地先で採捕されたホクテガイ
44.9.10

調査点 穀長 穀高 穀 巾 総重量 移殖時の大きさ twa移 殖 年 令 1年目 2年目 3年目
4年目 5年目 6相♭カ ♭福 局 (5) 天 然 リング リ

/グ リング リング リ/ク'リング5 16.7 15.9 5.9 560 4.5 移
5 7.5 12.6 14.7 16.0 15.4 15.916.5 16.2 4.6 510 天 7 8.1 ll.8 15.5 14.

2EX 55.2 52.1 8.5 870 15.4 24.4

28.0 50.2Ⅹ 16.6 16.1 4,5 455 7.7 12.2

14.0 15.19 ヽ 7.5

7.4 1.6ー 42 4.2 移

17.2 6.9 1.8 44 4.8 ′′ ′′

7.5 7.0 1.9 44 4.5

′′ ′′6.5 6.5 1.4

26 5.6 〟 〟5.8 5.6

1.2 20 5.5 ′′ 〟5.7 5.6 1.5 22 5.4 〟 〟

6.8 6.7 1.5 56 5.7

〟 〟6.2 6.0 1.5 26

5.5 〟 〟7.4 7.2 1.5

58 4.8 ′′ ′′7.2 7.0 1.6 56 4.5 ′′ ′′

5.9 6.1 1.2 24 5.5

′′ 〟6.2 5.9 1.4 24

5.5 ′′ 〟6.4 6.5

1.5 52 5.6 ′′ 〟8.5

7.7 1.7 52 4.8 ′′ ′′6.5 6.5

1.4 28 5.7 ′′ ′′6.0 6

.0 1.5 24 5.7 〟 ′′6.9 6.5 1.4 50 5.4 ′′ ′′5.8 5.8 1.5 22 5.5 ′′ ′′6.2 6.0 1.5 24 5.6 ′′ 〟7.7 7.4 1.6 44 4.7 ′′ ′′EX 155.5129.9 29.2 618 77.7X 6.7 6.5 1.5 50.9 5.910llEX一文 16.215.612.815.715.515.512.815.012.212.812.615口.115.0 14.812.812.412.612.512.712.012.1ll.8ll.9ll.7122.512.5 5.



が2カ統入っており､このため桁網による操業ができないために相当量の生息があるものと推定され

るO組合が当初ノl適己していた ような半分以上死威 したのではをいかということは 2Om以浅では考え

られ貴い.

17n'当 りの生息密度が7- 8個であるので仮に定置網の占める面積を2OOX 2OO (m)とすれ

ば40,OOO(m) となり28万個以上が生息していると推定できる.また移殖時の大きさと1年目

のリングについて調査点9､11を比較すると第 3表の ようであり､9では平均3.9m (3.3- 4.8)

で移殖され 9月 lO日には 6.7cm(5.8- 8.3)ぐになっていた｡一方11では平均3.7an(3.1-

3.9示)で移殖され 1年目リングは9.5m (8.O- 10.0cm)に伸びており､蛸田仲の調査点11は

移殖時期が異なるとはいえ悪い漁場 とはいえない｡ 9月lO日には既に2年目の リングが完了 し新 し

い月穀形成が行をわれているものが2個あった.

(2)その他の底生生物

その他の底生生物については第1表に示したとお りであった｡岩盤､岩礁地帯にはアカサラガイ､

ウニ類､イ トマキヒトデが見られ､砂､砂泥質地帯ではヒトデ､ニッポンヒトデ､スナヒトデ､モミ

ジガイが見られたO水深15mを越えると大型の藻親ま見られ浸かった.調査点5では､エゾサメ-

ダヒザラガイが見 られた｡

紘
三∠ゝ

白岡

今臥 漁業協同組合から調査依頼のあった小沢地先の放流適地問題にっいては先ず底質の面か ら問題

がある｡

む しろ調査点 5､6､8､ 9､ i.0から脇野沢にかけて有望であるし､蛸田沖についてもや 9万によ

ってはよb可能性が高いと思われる｡
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